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4 年越しのたたかいで介護保険料審査請求に対する大阪

府審査会の嫌がらせを止めさせた～介護保険に怒る一揆

の会が絶対に屈せず、粘り勝ち！ 
介護保険料に怒る一揆の会、年金者組合大阪府本部、大生連は、１２月４日午後、不服審査請求につ

いて大阪府介護保険審査会に申し入れを行いました。4 年越しのたたかいで、審査請求に対する「嫌が

らせ」(審査請求者に質問状を書き留め郵便で送りつける)と「門前払い」(制度問題は不適法として却下)

をやめさせました。一揆の会のたたかいの粘り勝ちです。 

★2009 年から大阪府介護保険審査会が「お尋ね文」で実質門前払い 

大阪府介護保険審査会は２００９年度から、審査請求人に対し一律に「お尋ね文」を送りつけ、多く

の審査請求を内容審査に入らず「却下」（門前払い）とする不当な扱いを行ってきました。 

一揆の会は、その後、４年間にわたって、この審査請求妨害に抗議し、いやがらせに屈せず審査請求

を出し続けてきました。今年は、ここ六年間で最多の８０９件の請求提出となりました。 

本年八月に府審査会に対し、従来の差別的かつ不当な扱いを中止し、速やかな内容審査を行うようを

求めてきました。 

★一律の「お尋ね文」は中止 

その結果、今年は従来のような一律の「お尋ね文」送付は行わず、大半の審査請求は、処分庁の弁明

書が送られ、内容審査に入ることなっています。 

一律「お尋ね文」送付・門前払いを許さなかったことは、四年越しのたたかいの成果といえます。 

１２月４日には、府審査会に対し、口頭意見陳述の申立てを行うとともに①速やかに誠実な審査を行

うこと②口頭意見陳述への委員出席 などを申入れました。 

 

【解説 大阪府介護保険審査会の審査請求妨害とのたたかい】 

「介護保険審査会」は、被保険者の救済機関であり、審査請求された案件について、処分を行った市町

村等に事実確認を行った上で、法律や条例にもとづいて正しく処分されているかどうかを審理し、裁決す

る機関である。 

ところが、大阪府介護保険審査会は、介護保険料に怒る一揆の会が毎年大規模な集団不服審査請求

運動を取組むようになるとその姿勢を変えてきた。 

◆口頭意見陳述に審査会委員が出てこなくなる 

まず、口頭意見陳述である。 

２０００年～２００２年度までは、審査会委員が全員出席して口頭意見陳述を行ってきた。意見陳述する

人の中には、審査会委員に「私たちの訴えをどう思うか、答えろ！」と詰め寄る場面もあった。ところが、こ

れに懲りたのか、２００３年度から「委員は出席せず、職員が聴取する。その代わり意見陳述内容をテープ

起こしして文章化する」という対応に変えてきた。一揆の会の高齢者たちは、「意見も聞かないのは審査会

員としての職務放棄だ」「委員は出てこい！」と毎年抗議しているが改まっていない。 

◆審査請求者にいやがらせ、門前払い 
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さらに、２００９年度からは、不服審査請求を行った人に対し、「お尋ね文」なるものを送りつけるようにな

った。審査請求の「趣旨」が「保険料」なのか「介護保険制度」なのか回答させ、介護保険制度ならば「審査

の対象外」の不適法な審査請求なので、内容審査に入らず門前払い（却下）にするというのである。形式

的にも内容的にも適法な不服審査請求書に対しイチャモンをつけ、介護保険制度に文句を言う者は門前

払いにするという違法な行為である。 

◆厚労省官僚が直接指揮 

当時の大阪府知事は、「大阪維新の会」の橋下徹で、大阪府の福祉施策はことごとく切り捨ての対象と

なっていた。この大阪府介護保険審査会の動きも当時の橋下府政の動きと関連するものであった。さらに、

当時の大阪府の介護保険審査会事務局の担当課（介護支援課）の課長は、厚生労働省から「派遣」され

た熊木正人という人物で、介護保険制度開始時に介護保険料の制度設計を手掛けた人間である。 

審査請求をした人に、文書を送りつけて威嚇する手法は、すでに２００１年に東京都の介護保険審査会

がやっていた。東京都では、審査請求を出した人に、どういう意図で審査請求をしたのか、という「釈明書」

を求める文書を書留郵便で送りつけた。「気軽」に審査請求を出した高齢者は、東京都庁からいきなり送ら

れたいかめしい文書に動揺した人も多かったという。厚労省から来た熊木課長はこの東京都方式で、大阪

の介護保険料一揆の会と不服審査請求運動を潰そうとしたのである。 

◆妨害許さず、門前払いを中止させる  

しかし、大阪ではこれに負けなかった。審査会事務局に抗議を行い、様々な申し入れと交渉を重ねなが

ら、いくら門前払いになっても毎年審査請求を出し続けた。 

「制度問題は審査対象としない」という審査会事務局に対し、審査請求の書き方をより具体的にするなど

工夫もし、弁明書が届かなくても多くの人が「口頭意見陳述申立書」を提出し、その場で介護保険審査会

に抗議するなど、さまざまな取り組みをおこなってきた。 

２０１０年度は４６０件に落ち込んだものの、その後は、毎年審査請求者を増やしながら２０１３年度は再び

８０９件まで盛り返した。この審査請求者の多くは後期高齢者医療保険料や国民健康保険料にも同時に審

査請求を行っている。 

２００９年度は、審査請求のうち９割が「却下」にされ、弁明書も内容審査もなかったが、抗議と交渉を繰り

返す中で、２０１２年度は、４割近くは、却下にならず内容審査まで持ち込めるところまで回復させた。 

そして、２０１３年１２月４日の申し入れの場で、審査会事務局は「一律のお尋ね文は送付しない」ことを

確認、「幅広く本案審査の対象をとらえる」と明言し、門前払い策動に終止符を打ったのである。 

いやがらせや脅しには屈せず、断固としてしつこく闘う。ねばった方が勝ちである。 

〔文責 日下部雅喜・介護保険料に怒る一揆の会事務局長〕 

 

来年 1 月 18 日「滞納処分・差押問題西日本国保交流集

会」に続々と申込～お急ぎください！！ 
すでにご案内していますが、来年1月18日（土）に滞納処分問題を中心とした西日本国保交流集会が

大商連で開催されます。大商連会館はキャパとしては150席でそれ以上は入れないということですので、

厳密に事前申込制といたします。また、150人を超えた時点から「キャンセル待ち」とし、当日は事前

申込なしでは参加いただけないこととしますのでご注意ください。 

すでに、福岡から5人、奈良から6人などの申込が入ってきています。内容は社保協近畿ブロックで議

論を重ね、どこにもない充実した内容を企画しています。特に、11月27日に控訴審判決で「勝利」し

た「鳥取児童手当差押裁判」については、現地よりご参加いただきご報告いただくこととなっています。 

積極的なご参加を呼び掛けるとともに、お早い目の事前申込をお願いいたします。 
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滞納処分・差押問題西日本国保交流集会 
  

高すぎる国保料(税)が滞納を生み、大量の資格証明書発行、短期保険証未交付、そして理不尽な滞納

処分・差押えが行われています。いままさに「国保が財産といのちを奪う」事態となっているのです。 

今回、社保協近畿ブロックが中心となって、中央社保協とともに西日本での国保運動交流集会に取り

組むこととしました。テーマの中心は「滞納処分・差押問題」と「国保広域化・都道府県単位化」です。

ぜひ積極的にご参加ください。 
 

★日時 ２０１４年１月１８日(土)午前 10 時～17 時 

★会場 大商連会館大会議室(玉造駅は大阪駅から環状線外回りで１５分程度です) 

午前の部(１０時～１３時) 

講演「滞納処分の基礎知識(法的根拠と判例)とたたかいの到達点」 

楠晋一弁護士(京橋共同法律事務所) 

   特別報告「鳥取児童手当差押返還請求裁判(高裁判決)について」 

    午後の部(１４時～１７時) 

      中央社保協からの報告「国保広域化・都道府県化問題最新情報」 

西日本での活動報告・意見交換 

★主催  社保協近畿ブロック (現地事務局大阪社保協 Tel06-6354-8662) 

★共催  中央社保協 

★規模  1５０人(先着順 会場のキャパを超えればお断りをする場合もあります) 

★参加費資料代 ２０００円(弁当代込 会場周辺には食べるところがありません 当日精算) 

大阪社保協作成「住民運動のための国保ハンドブック 2012」を使いますので必ずお持ちください。ない

方は当日５００円で販売いたしますのでご購入ください。 

     

 
★資料作成の関係上、下記申込書記入の上、事前に必ず大阪社保協あて fax06-6357-0846 にお送り

ください。申込先着順ですのでお断りをする場合もあります。キャンセルの方は必ずご連絡ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2014.1.18 西日本国保運動交流集会に参加します 
  ふりがな 

□ 氏名                  □地域・団体名 

□ 連絡先  Tel                fax 


